
 

 

 

 

 

 

例会日 ： 毎月第 2・第 4水曜日   

場 所 ：  各務原市産業文化センター２階 

住 所 ：  各務原市那加桜町２－１８６ 

        ＴＥＬ 〈０５８〉３８２－４６４９  ＦＡＸ 〈０５８〉３８２－４７１９ 

会  長 ： 松井 雅史      幹  事 ： 小島 博彦 

副会長 ： 横山 浩之      会  報 ： 永田 和弘  

     ２０２3年 9 月 27日（水） 

１）  卓話例会 

               場所：各務原市産業文化センター2階 第 2会議室 

     ２０２3年 10 月 11 日（水） 

２）  クラブフォーラム 

   場所：各務原市産業文化センター2階 第 2会議室 

     会員総数 29名（出席免除３名） 

          （2023.7.1 現在） 

 

司会進行          小島 博彦 幹事 

会長挨拶          松井 雅史 会長 

 皆さん、こんばんわ。本日

もお忙しい中お集まり頂き

有難う御座います。先ず初め

にお客様のご紹介をさせて

頂きます。 

 

 

・篠原 一行 ガバナー 

・河人 宗寿 地区幹事 

・渡邉 剛   ガバナー補佐 

・西村 肇  郡上八幡 RC 幹事 

・今井 茂   様 

（多治見リバーサイドロータリークラブ会員） 

 当クラブは今年度、楽しいクラブ作りを追及してい

ます。年次計画書の会長挨拶にもありますように、経

験が浅い会員も経験豊かな会員も、皆が同じように

「楽しい」と思えるクラブづくりが出来たら良いなと

思っています。「楽しい」というのは押し付けること

ではなく、何が一番楽しいのかを皆で思案出来る事だ

と思っています。このことを踏まえ、楽しい一年にな

ったらいいなと思っています。 

 先程の懇談会でもお話しさせて頂きましたが、会員

増強について、７月に１名（星川君）入会頂き、本日

もう１名（松下君）入会が決まっております。当初入

会式を本日行う予定でしたが、お仕事の都合上延期と

なりました。また以前の例会で交流会させて頂きまし

～ ガバナー公式訪問：於 ぶるうすかい ～ 

 ～ 
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国際ロータリー会長 ゴードン R. マッキナリー（スコットランド） 

    第 2789例会 

令和 5年 9月 13 日（水）  
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た女性候補者のうち、２名の候補者を近々例会にお誘

いする予定です。 

１１月は地区補助金事業として、陸上と少林寺拳法の

スポーツ少年団に対し寄贈を行う予定です。併せてグ

ローバル奨学生も並行して行っています。１月に留学

が決まっていますので、現在手続きを進めています。

今後の例会や交流会も、楽しい会にしていこうと思っ

ておりますので宜しくお願いします。 

 

本日のプログラム 「ガバナー卓話」 

            ガバナー  篠原 一行 様 

 今年の７月から

ガバナー年度とい

うことでスタート

致しました。皆様

におかれましては

日頃より、地区運

営にご理解ご協力

頂きまして有難う

御座います。 

 本年１月８日～

１２日まで、国際

協議会に出席しました。アメリカフロリダのオーラン

ドで開催され、2，000 人が集まりました。世界には 526

の地区があり、内日本には 34 の地区があります。今

年度 RI 会長はゴードン R. マッキナリー氏で、サウ

ス・クイーンズフェリーRC のスコットランド人で歯科

医院を経営されています。お会いしお話しもさせて頂

きましたが、大変温厚で優しい人柄の方でした。 

RI 会長のテーマは、「CREATE HOPE in the WORLD 世

界に希望を生み出そう」であります。ゴードンさんの

思いは、継続と確信のバランスがとても大切だとお話

しされていました。継続を土台として、より大きな成

果が成し遂げる様にしなければなりません。平和とは、

希望が根づくための土壌です。世界に平和をもたらし

世界と自分自身の中に平和を築くことに力を注げば、

ロータリーはより平和で、より希望のある世界を築く

手助けができると思います。希望は夢を現実にしたい

と、強く願う人達の夢や想像力、そして勇気の中にあ

ります。強調された事は、多様性、公平性、インクル

ージョンです。他の人を助ける事で本質的に自分自身

も助けられる、未来の為に行動を起こして欲しいので

す。 

また新たにお話しされた事は、メンタルヘルスについ

てです。新型コロナウイルスが世界に蔓延した中、こ

れまで見過ごされてきた保健分野に注目が集まって

います。その分野が「メンタルヘルス」です。多くの

国でうつ病や、不安神経症、自殺等が多発しています。

先進国だけではなく、発展途上国でも多く発生してお

り、こうした問題に対して世界のロータリアン達が行

動を起こしています。今までロータリーは多くの奉仕

プロジェクトを行い、そして多くの希望を与えてきま

した。これこそがロータリーが世界にもたらしている

変化であります。この変化が一つずつ希望を取り戻し、

新たな希望を生み出しています。 

平和とは紛争や争いが無くなる事は勿論であります

が、治安が守られ飢饉が無くなる事、家族と平和に暮

らせること、人間として最低限の生活が出来、何の心

配もない事を言います。 

 次に日本のロータリーは、例会をとても大切にして

います。「Enter to learn, Go forth to serve 入り

て学び、出でて奉仕せよ」 例会の場で奉仕の理念を

学び、外では奉仕の実践を。奉仕の心を多くの人達に

つなげていく事で、奉仕の和が広がり地域社会が発展

し、広く世界に普及し世の中が平和になっていく事に

貢献できるでしょう。 

日本のロータリーは、職業奉仕、4つのテスト、ロー

タリーの目的、例会を重視してきました。そして、ロ

ータリーの二つの公式標語である「超我の奉仕」は、

奉仕の哲学を表しています。「最もよく奉仕する者、

最も多く報いられる」これは実践論です。例会は、職

業人としての倫理を向上させ、理念の浸透を図り、互

いに切磋琢磨し学ぶ場であります。例会のプログラム

を大切にし、例会への出席を大切にしましょう。そし



て例会のプログラムを工夫するなどして、例会に出席

してよかったという気持ちで帰ってもらえるように

しましょう。 

「クラブ研修リーダー」はとても大きな役割がありま

す。ロータリーの定義として「JOIN LEADERS」リーダ

ーのネットワーク、「EXCHANGE IDEAS」アイデアを広

げる、そして一番大切な事が「TAKE ACTION」行動す

る事です。2010 年に「中核的価値観」という戦略計画

の一環として定義づけされたものが、親睦、高潔性、

多様性、奉仕、リーダーシップの不変の価値観です。 

2017 年にはロータリーのビジョン声明が出されまし

た。「私たちは世界で、地域社会でそして自分自身の

中で持続可能な良い変化を生むために、人々が手を取

り合って行動する世界を目指しています。」これはと

ても大切なビジョン声明であります。 

『より大きなインパクトをもたらす。参加者の基盤

を広げる。参加者の積極的なかかわりを促す。適用

力を高める。』先ほどの５つの価値観、ビジョン声明

を達成するための戦略計画、目的を達成するための

ロータリーの目的といえます。 

次に大切な事は、「会員基盤の強化」が大変重要とな

ってきます。25 年前日本のロータリアンは約 13万人

でしたが、現在は約 8万人弱です。若い世代や経験

豊富な退職者世代、また性別を問わず入会していた

だきたいと思います。クラブは多様性、ダイバーシ

ティの概念を念頭において、仲間を増やす工夫をし

て頂きたいです。世界の女性会員の割合は約 25％に

対し、日本は約 7％です。2630 地区の 8月末現在は

3115 名、内女性は 194 名、約 7％で日本の平均に近

づいています。 

「DEI 、ダイバーシティ・エクイティ・インクルー

ジョン」あまりなじみのない言葉かもしれません

が、現在とても大切な言葉として地区方針にうたっ

ております。多様性、公平性、インクルージョン。

この取り組みは多くの企業で推進されています。当

地区では昨年度より D・E・I委員会を立ち上げ、多

くの方が活躍できるロータリーに推進されていま

す。すべての人に尊厳と尊重を持って接し、あらゆ

る人の声に耳を傾け、親睦、奉仕、リーダーシップ

などに公平に活躍できるロータリーへ。最も重要な

側面は、ロータリーはどこからでも最高の人材、最

高のアイデア、最高のパートナーシップを受け入れ

る、オープンでインクルーシブな組織にすること、

インクルーシブなクラブづくり、自分と違うものを

大切にする思いやりの心、受け入れる柔軟な心、そ

して違うものに学ぶ謙虚な心です。 

今年度新しく委員会を立ち上げました。従来型クラ

ブ、衛星クラブ、パスポートクラブ、Eクラブ、活動

分野に基づくクラブ、法人クラブ等があります。7月

はじめに 2630 地区の中で「鈴鹿シティーｳｲｽﾞ衛星ク

ラブ」を立ち上げました。7月末に RIより承認を頂

き 11名で活動を始めています。そして現在検討して

いるのが、2630 地区のパスポート Eクラブです。 

次に大切なことは、公共イメージと認知度の向上で

す。ロータリーは意外と世間に知られていません。

あるいは、ロータリーという名前が知られていて

も、どんな活動をしているのか知られていません。

皆さんが活動してもらうことにより、世間から注目

され、そして我々の励みになります。奉仕活動の機

会に、クラブがこれまで行ってきた活動を伝えると

共に、国際的なネットワークでポリオ根絶に力を入

れていることなども伝えていきたいです。公共イメ

ージが向上することによって、人が集まる、注目さ

れる、活性化する、魅力ある居心地のよいクラブに

なります。ロータリーの奉仕は、皆さんご存じの通

り五大奉仕です。RIが実際に携わって実施している

のは青少年奉仕だけです。ロータリーのキーワード

は「未来のため」です。RIは青少年交換、インター

アクト、ローターアクトに力を入れています。米

山、財団、共にとても素晴らしい事業で全てロータ

リーファミリーです。 

 従来からの世界社会奉仕補助金について。ロータ

リーの基本は、地域社会が良くなることです。未来

を担う青少年たちが元気になる事、希望を持って毎

日の生活を送っていけるようになることです。今ま

で国際奉仕活動に限定していました「世界社会奉仕

補助金」を、国内の社会奉仕活動にも広げて利用で

きるように「奉仕プロジェクト補助金」と名前も改

め、利用を促していきます。 



「ロータリー財団」ロータリーの重点分野は、以前6

つでしたが環境保全分野がプラスされ、7つの分野に

なりました。世界理解、親善、平和が大きな目的で

す。各クラブで様々なプロジェクトを実践していた

だいています。ロータリー財団の地区補助金、グロ

ーバル補助金もぜひ利用して頂き地域社会、海外で

奉仕プロジェクトの実践をお願いします。ロータリ

ー財団は、世界で非常に高い評価を受けています。  

ここ数年来SDGｓがよく語られています。2030年まで

の持続可能な17の目標で、以前よりロータリーのプ

ログラムの中に多く組み込まれています。 

 次に「ポリオ根絶活動」です。ポリオは非常に感

染性の高い病気です。ポリオウイルスは、人から人

への感染で最も多いのは汚染水を通じての感染で

す。根絶した天然痘と同じで、媒体を通じてではな

く人から人なので、ネガティブではなくポジティブ

に応援していきたいと思います。今年になって、ア

フガニスタンで5件、パキスタンで2件、合計7件の発

症が確認されています。残る0.1%のポリオとの戦い

です。ワクチン投与を続けなければなりません。日

本では、ワクチン投与で約400億円を毎年使用してお

ります。ポリオ根絶が実現できれば、ロータリーの

人道奉仕の成果として歴史に残ります。引き続きポ

リオプラスへの寄付を宜しくお願いいたします。  

また本年度も「ガバナー杯 チャリティｺゴルフ大

会」を企画しております。 

2024年4月19日（金） 於：多治見 

今期新たにポリオ根絶活動として「ラッピングカ

ー」をつくりました。公式訪問、ＩＭ、周年式典、

セミナー等出席の際に岐阜、三重を走ります。 

更に「ポリオ根絶チャリティーコンサート」も予定

しております。 

2024年2月14日（水）於：名古屋ザ・コンサートホー

ル 

「米山記念奨学生」について。米山記念奨学会の制

度は、戦後まもない1952年に始まりました。創設の

目的は「日本が再び戦争をしないという強い意志を

持ちそして、我々ロータリアンが平和を築く努力を

する」という趣旨です。留学生の皆さんに、世界平

和の懸け橋となっていただくことを願って設けられ

たものです。引き続き宜しくお願いします。  

 元気なクラブ、魅力あるクラブ、居心地の良いク

ラブとは、親睦や例会を会員が楽しみ、ロータリー

を通じて友人が増え、みんなの知識レベルやロータ

リーの理解が深まり、奉仕活動では世界で良いこと

をしているという喜びが実感できるクラブです。そ

して、新しい会員が入って仲間が増え、退会者を出

さず、たくさんの同好会があり、他のクラブとも交

流があるクラブにしていきたいものです。 

ロータリーに大切なことは、多様性と寛容な心で

す。固定観念に縛られないで新しい風を取り入れ

て、みんなで一緒になってより良い方向へ考えてい

きましょう。日本で大切にされてきたロータリー観

は「親睦・学び・成長・奉仕」です。ロータリー

は、ロータリアン同士の親睦を重ねて、共に学び、

そして社会に貢献する世界的な団体です。  

 最後になりますが、本年11月18日(土)に、多治見

市で地区大会を開催いたします。テーマは「希望と

未来を、あつく語ろう 多治見のまちで」です。多く

の皆様のご登録、ご参加を宜しくお願いいたしま

す。  

以上で私の卓話とさせていただきます。ご清聴あり

がとうございました。 

地区大会のご案内     河人 宗寿 地区幹事 

11 月 17 日（金）基調講

演：名古屋観光ホテル 

11 月 18 日(土)本会議：

多治見バロー文化ホー

ル 

本年は多治見市で地区

大会を開催いたします。

テーマは「希望と未来を、

あつく語ろう 多治見の

まちで」です。講師には裏千家 15 代・前家元 千 玄

室 様をお迎えしております。日本の伝統、多治見の

おもてなしをもって皆様をお待ちしていますので是

非皆様ご登録、ご参加を宜しくお願いいたします。 



懇親会 

乾 杯 の ご 発 声        

横山 浩之 副会長 

 

篠原ガバナーの益々のご

活躍と、来る地区大会の

大成功を御祈念致しまし

て乾杯 

 

 

 

ニ コ ボ ッ ク ス 報 告    

河野 春男 R 財団委員長 

 

 

 

 

・篠原 一行 ガバナー 公式訪問宜しくお願いしま

す。 

・渡邉 剛 AG  本日はお世話になります。宜しく

お願い致します。 

・西村 肇 郡上八幡 RC幹事 宜しくお願いします。 

・松井 雅史 会長  篠原ガバナー、河人地区幹事、

今井様、渡邉 AG、西村様、ようこそ各務原 RC へ。今

晩は楽しく過ごしましょう。 

・小島 博彦 幹事  篠原ガバナー、本日は有難う

御座います。 

・横山 浩之 副会長  篠原ガバナー、各務原へお

越し頂き有難う御座います。 

・金武 峰之 会長ｴﾚｸﾄ  篠原ガバナー、本日は各

務原 RC へお越し頂き誠に有難う御座います。 

・左髙 洋 直前会長  松井会長、今日も頑張って

下さい。 

・藤井 孝一 君  篠原ガバナー、ようこそ。ご指

導宜しくお願いします。 

・横山 隆一郎 君 篠原ガバナーはじめ皆様、ご来

訪頂き有難う御座います。 

・平井 正晴 君  篠原ガバナーはじめ地区役員の

皆様、本日は宜しくお願いします。 

・山田 昭仁 君  篠原ガバナー、本日は各務原 RC

へお越し頂き誠に有難う御座います。 

・小林 幹男 君 ガバナー 篠原 一行 様、本日は

宜しくお願いします。 

・可児 昌則 君 篠原ガバナー、お久し振りです。 

・片岡 紀生 君 篠原ガバナー、お久し振りです。 

・永田 和弘 君 本日は宜しくお願いします。 

・竹田 克茂 君 篠原ガバナー、ようこそお越し下

さいました。 

・大野 広 君  篠原ガバナーをはじめ沢山の方に

お越し頂き有難う御座います。 

・後藤 健介 君  篠原ガバナー、渡邉 AG ようこ

そ。本日は宜しくお願いします。 

・河野 春男 君  篠原ガバナー、ようこそ各務原

へおいで下さいました。本日は宜しくお願いします。 

 

締めのご挨拶     金武 峰之 会長エレクト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


